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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２. 売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

４. 第63期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。 

  

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。  

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第63期 

第３四半期 
連結累計期間 

第64期 
第３四半期 
連結累計期間 

第63期 

会計期間 
自平成22年４月１日 
至平成22年12月31日 

自平成23年４月１日 
至平成23年12月31日 

自平成22年４月１日 
至平成23年３月31日 

売上高（百万円）  30,667  33,664  39,652

経常利益（百万円）  940  1,680  1,094

四半期（当期）純利益（百万円）  520  944  559

四半期包括利益又は包括利益 

（百万円） 
 405  786  505

純資産額（百万円）  20,435  21,064  20,530

総資産額（百万円）  31,389  31,823  28,349

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円） 
 41.39  75.31  44.57

潜在株式調整後１株当たり四半期 

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －

自己資本比率（％）  65.1  66.2  72.4

回次 
第63期 

第３四半期 
連結会計期間 

第64期 
第３四半期 
連結会計期間 

会計期間 
自平成22年10月１日 
至平成22年12月31日 

自平成23年10月１日 
至平成23年12月31日 

１株当たり四半期純利益金額（円）  34.82  40.01

２【事業の内容】
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 当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

  

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（1）業績の状況 

当第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日～平成23年12月31日）におけるわが国経済は、東日本大震災の

復興需要による持ち直しの景況が一部に見られたものの、欧州債務危機に端を発する世界経済の減速等による急

速な円高の進行や企業収益の悪化、デフレの長期化等により、先行き不透明な状況で推移いたしました。 

また、当社グループの主要販売先である家電量販店におきましては、「節電」「省エネ」「エコ」をキーワー

ドとする商品については大きく伸長したものの、家電エコポイント制度終了の反動や激化する価格競争等によ

り、ますます厳しさを増しております。 

こうした経営環境の中で、当社グループにおきましては、消費者が求めている商品の発掘と提案を強化すると

ともに、オリジナル商品の開発の充実を図ってまいりました。 

また、当社と連結子会社の大和無線電器株式会社、梶原産業株式会社の当社グループ３社共催による合同商談

会の実施や、グループ会社間の連携強化による営業基盤の向上を図るなど、積極的な営業政策も進めてまいりま

した。 

この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は、336億６千４百万円（前年同期比9.8％増）

となりました。 

利益面におきましては、オリジナル商品の販売強化等により利益確保を図る一方、経費削減の徹底等により、

営業利益は10億９千６百万円（前年同期比140.5％増）、経常利益は16億８千万円（前年同期比78.7％増）、四半

期純利益は９億４千４百万円（前年同期比81.7％増）となりました。 

  

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。 

電気商品卸販売事業におきましては、オリジナル商品や「節電」をキーワードとする商品が好調に推移したこ

ともあり、売上高は269億２千５百万円（前年同期比15.5％増）となりました。 

また、利益管理及び経費削減の徹底を図ったこと等により、セグメント利益は10億５千１百万円（前年同期比

176.1％増）となりました。 

家庭用品卸販売事業におきましては、取引先の見直しを図った影響等もあり、売上高は58億２千８百万円（前

年同期比8.8％減）、セグメント損失１千１百万円（前年同期は２千万円のセグメント利益）となりました。 

   

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

（3）研究開発活動 

該当事項はありません。 

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。 

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  23,667,000

計  23,667,000

種類 
第３四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成23年12月31日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成24年２月14日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式  13,330,042  13,330,042
㈱大阪証券取引所 

（市場第二部） 

単元株式数 

1,000株 

計  13,330,042  13,330,042 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高 

（株） 

資本金増減額 
（百万円） 

資本金残高 
（百万円） 

資本準備金増
減額 
（百万円） 

資本準備金残
高（百万円） 

平成23年10月１日～

平成23年12月31日 
 －  13,330,042  －  2,644  －  2,560

（６）【大株主の状況】

- 3 -



 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。 

①【発行済株式】 

  

②【自己株式等】 

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。  

（1）新任役員  

（注）退任した監査役の補欠として就任したため、任期は前任者の任期満了の時である平成27年３月期に係る定時

株主総会の終結の時までであります。  

  

（2）退任役員 

 （注）石川昌司氏は、平成23年８月14日逝去により退任いたしました。 

  

（７）【議決権の状況】

  平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     782,000 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式   12,464,000  12,464 － 

単元未満株式 普通株式      84,042 － － 

発行済株式総数  13,330,042 － － 

総株主の議決権 －  12,464 － 

  平成23年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称 

所有者の住所 
自己名義所有株
式数（株） 

他人名義所有株
式数（株） 

所有株式数の合
計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

株式会社電響社 

大阪市浪速区日本

橋東２丁目１番３

号 

 782,000  －  782,000  5.87

計 －  782,000  －  782,000  5.87

２【役員の状況】

役 名 職 名 氏 名 生年月日 略 歴 任 期 
所有株式数

（千株）
就任年月日

監査役   塚田 良幸 昭和22年10月10日生 

 昭和46年４月 大阪国税局入局 

 平成13年７月 桜井税務署長 

 平成14年７月 国税庁長官官房大阪派遣次席国税庁

監察官 

 平成16年７月 大阪国税不服審判所国税審判官 

 平成17年７月 右京税務署長   

 平成19年８月 塚田良幸税理士事務所開設（現） 

 平成23年８月 当社監査役就任（現任） 

（注）  －
平成23年

８月14日

役 名 職 名 氏 名 退任年月日

監査役    石川 昌司 平成23年８月14日    
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平

成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,685 3,993

受取手形及び売掛金 7,666 ※2  11,220

たな卸資産 1,985 2,937

その他 853 899

貸倒引当金 △19 △19

流動資産合計 15,171 19,032

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 502 490

土地 2,002 2,004

その他（純額） 40 43

有形固定資産合計 2,545 2,538

無形固定資産   

のれん 269 255

その他 58 87

無形固定資産合計 327 343

投資その他の資産   

投資有価証券 2,919 2,635

賃貸固定資産（純額） 3,838 3,797

長期預金 3,048 2,932

その他 499 546

貸倒引当金 △1 △3

投資その他の資産合計 10,304 9,909

固定資産合計 13,178 12,790

資産合計 28,349 31,823
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,661 6,540

短期借入金 1,550 1,800

1年内返済予定の長期借入金 237 237

未払法人税等 274 475

引当金 152 64

その他 393 423

流動負債合計 6,269 9,542

固定負債   

長期借入金 492 314

退職給付引当金 353 365

役員退職慰労引当金 140 －

負ののれん 132 99

その他 430 437

固定負債合計 1,549 1,216

負債合計 7,819 10,758

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,644 2,644

資本剰余金 2,560 2,560

利益剰余金 15,580 16,274

自己株式 △428 △430

株主資本合計 20,357 21,049

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 173 14

その他の包括利益累計額合計 173 14

純資産合計 20,530 21,064

負債純資産合計 28,349 31,823
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 30,667 33,664

売上原価 26,115 28,360

売上総利益 4,552 5,304

販売費及び一般管理費 4,096 4,207

営業利益 455 1,096

営業外収益   

受取利息 19 19

受取配当金 42 43

仕入割引 478 537

投資不動産賃貸料 222 215

負ののれん償却額 33 33

その他 61 55

営業外収益合計 856 904

営業外費用   

支払利息 15 12

売上割引 146 183

不動産賃貸原価 92 86

為替差損 117 34

その他 0 3

営業外費用合計 372 320

経常利益 940 1,680

特別利益   

貸倒引当金戻入額 4 －

その他 0 －

特別利益合計 5 －

特別損失   

投資有価証券評価損 14 25

固定資産除却損 1 3

特別損失合計 16 28

税金等調整前四半期純利益 929 1,652

法人税等 409 707

少数株主損益調整前四半期純利益 520 944

四半期純利益 520 944
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 520 944

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △114 △158

その他の包括利益合計 △114 △158

四半期包括利益 405 786

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 405 786

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

  
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年12月31日） 

税金費用  税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。  

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年12月31日） 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

 第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

（役員退職慰労引当金の廃止） 

 従来、役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しておりましたが、平成23年

３月期の定時株主総会終結の時をもって役員退職慰労金制度を廃止いたしました。また、制度廃止時までの在任

期間を対象とした退職慰労金については、同株主総会で打ち切り支給を決議し、取締役及び監査役のそれぞれの

退任時に支給することといたしました。 

 これにより、第１四半期連結会計期間において、「役員退職慰労引当金」を取崩し、打ち切り支給額の未払分

については、固定負債の「その他」に含めて表示しております。 

（法人税率の変更等による影響） 

 「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法

律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置

法」（平成23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度

から法人税率の引下げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、当第３四半期連結

会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の見積実効税率が変更になり、未払

法人税等は39百万円増加し、法人税等は同額増加しております。  
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１ 受取手形裏書譲渡高 

  

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形 

 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次の

とおりであります。 

  

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュー・フロー計算書及び前第３四半期連結累計期間に係る

四半期連結キャッシュー・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費

（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額及び負ののれんの償却額は、次のとおりで

あります。 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

配当金支払額 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

配当金支払額 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

  
前連結会計年度 

（平成23年３月31日） 
当第３四半期連結会計期間 
（平成23年12月31日） 

  受取手形裏書譲渡高 百万円 49 百万円 64

  
前連結会計年度 

（平成23年３月31日） 
当第３四半期連結会計期間 
（平成23年12月31日） 

  受取手形  － 百万円 51

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  
前第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年12月31日） 

  減価償却費 百万円  93 百万円  89

  のれんの償却額   13   13

  負ののれんの償却額   △33   △33

（株主資本等関係）

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月25日 

定時株主総会 
普通株式  125  10 平成22年３月31日平成22年６月28日 利益剰余金 

平成22年11月５日 

取締役会 
普通株式  125  10 平成22年９月30日平成22年12月10日 利益剰余金 

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日 

定時株主総会 
普通株式  125  10 平成23年３月31日平成23年６月30日 利益剰余金 

平成23年11月４日 

取締役会 
普通株式  125  10 平成23年９月30日平成23年12月９日 利益剰余金 
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Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電子部品販売事業、電気関

連システム化事業、不動産管理事業を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額10百万円には、セグメント間取引消去10百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△０百万円等が含まれております。全社費用は各報告セグメントに帰属しない一般管理

費等であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電子部品販売事業、電気関

連システム化事業、不動産管理事業を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額７百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  

報告セグメント 
その他 

(注）１ 
合計 

調整額 

(注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注）３ 

電気商品卸

販売事業 

家庭用品卸

販売事業 
計 

売上高                                      

外部顧客への売上高  23,303 6,387 29,691 976  30,667  － 30,667

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 49 34 83 13  97  (97) －

計  23,352 6,422 29,775 989  30,764  (97) 30,667

セグメント利益  380 20 401 44  445  10 455

  

報告セグメント 
その他 

(注）１ 
合計 

調整額 

(注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注）３ 

電気商品卸

販売事業 

家庭用品卸

販売事業 
計 

売上高                                      

外部顧客への売上高  26,925 5,828 32,753 910  33,664  － 33,664

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 90 50 140 11  152  (152) －

計  27,016 5,878 32,894 922  33,816  (152) 33,664

セグメント利益又は損失

（△） 
 1,051 △11 1,039 48  1,088  7 1,096
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当第３四半期連結会計期間（自 平成23年10月１日 至 平成23年12月31日） 

該当事項はありません。 

  

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。  

  

該当事項はありません。 

平成23年11月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

（イ）中間配当による配当金の総額……………………125百万円 

（ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭 

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成23年12月９日 

（注） 平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。 

（企業結合等関係）

（１株当たり情報）

  
前第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年12月31日） 

１株当たり四半期純利益金額 円 銭 41 39 円 銭 75 31

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（百万円）  520  944

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円）  520  944

普通株式の期中平均株式数（千株）  12,563  12,548

（重要な後発事象）

２【その他】
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 該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成24年２月６日

株式会社電響社 

取締役会 御中 

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人 

  
指定有限責任社員
業務執行社員 

  公認会計士 柏木  忠  印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員 

  公認会計士 荒井  巌  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社電響社

の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成23

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビ

ューを行った。 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

監査人の責任  

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

監査人の結論 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社電響社及び連結子会社の平成23年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。 

利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

 以 上

 （注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 




